
9月号

秋の色は何色？
秋は「白」の季節です？「白」という色には、穢れ ( けがれ ) の無い・誕生などの始まりをイメージすると思いますが、
再生という意味もあり、神様からの恵みである「稲」の収穫の季節であること、「稲」は「白米」になることを考えると、
「白」の繋がりを感じてしまいます。この時期、果物では梨や無花果（いちじく）など、野菜ではキノコ類が旬を迎えます。
外側には色がついていても、中身は白いものが多いですよね。古くは中国の「陰陽五行説」や季節を表すためにつくられた暦
「二十四節気」では、「白秋」や「白露」で秋を表されています。
秋空のように澄み切った静かな心で過ごすのも優しい秋の過ごし方かもしれませんね。

おすすめ・お買い得商品

環境対応名刺用紙
名刺バガス A4判（サトウキビ）
サトウキビから砂糖やバイオエタノールを抽出した後に残った繊維をパルプ原料として使用した「非木材紙」です。
木材の消費を抑え、森林の保護に貢献します。

脱プラや SDGｓに取り組む環境意識の高い企業様に、環境対応名刺で企業イメージ向上に効果的 !!

非木材紙
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季節商品 御注文を承ります喪中・寒中見舞い はがき
お世話になった方々へのご準備をお早めに

寒中見舞いの使い方
・お互いの近況を報告しあう季節の挨拶状
・喪中はがきを出しそびれてしまった年賀状の返礼、お見舞いなど

喪中はがきを送る期間は？

一般的に年賀状の準備に取り掛かる 11月から、
遅くとも 12月初旬までに到着するように送ります。
また、喪中はがきを出しそびれてしまったら、
年明けすぐに寒中見舞いはがきを送ります。

松の内が明けてから立春までの間に出します
・関西や関東以外の地域では 1月 16日～2月 3日
・関東は 1月 8日～2月 3日

1/1 1/15～ ( 関西 )

1/7～ ( 関東 )

2/4
お
正
月

立
春

喪
中
は
が
き
が

届
い
た
日

寒中見舞を
出す期間

商品番号： メ 48111

100枚価格 : 3，740円 (税別 )

*****　商　品　詳　細　*****
■寸　法 :　【297mm×210mm】
　　　　　　　　　　 (A4 判仕上げ )
■紙　質 :　【薄クリーム色系 バガス185g/㎡】( 非木材紙使用 )
　　　　　　　　　　 ( 紙厚 : 約 0.21㎜ )
■ケース :　【名刺紙ケース20 個入り】
■入り数 :　【110 枚（PP 包装）× 2 包】

■名刺 バガス Ａ４判　（サトウキビ）
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